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１．用語説明問題（各１５０字程度） 

心理学の主要領域における基本概念について、定義・要点・理論的位置づけを簡潔かつ正確に説明する力を評価

する。単なる暗記ではなく、概念の本質を理解し、過不足なく記述する能力を問う。 

（１）child abuse 

児童虐待は、子どもに重大な権利侵害をもたらし、心身の成長や人格の形成に深刻な影響を与える可能性があ

り，その重要性について理解しているかを確認する。 

（２）psychological assessment 

クライエントの心理的問題や特性を科学的に評価し、適切な治療計画を策定することが、公認心理師の主要な

業務の１つとなっており、適切に説明できるかを問う。 

（３）narrative approaches 

「ナラティブアプローチ」は、問題を「本人の欠陥」と見るのではなく、問題を外在化して扱う特徴を有して

おり、臨床心理学の基礎的な知識を問う。 

（４）Albert Bandura 

バンデューラは、心理学だけでなく、教育学や社会学など多岐にわたる分野に与えた理論を生んでおり，人名

の場合は、その業績について説明を求めている。 

（５）DSM（Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders） 

公認心理師の職域において、DSM は、不可欠なマニュアルであり、基本的な知識を問う。 

（６）projective technique 

司法矯正や病院臨床の現場などにおいて、投映法による心理的アセスメントは重要な位置を占めており、利点

や弱点などを含め、正確に説明する力を評価する。 

（７）countertransference 

逆転移は、臨床心理学において重要な概念であり、概念の本質を理解し、過不足なく記述する能力を問う。 

（８）Aaron Temkin Beck 

認知療法の創始者であり、臨床心理学のみならず、精神医学など、広範囲に影響を及ぼした人物であり，人名

の場合は、その業績について説明を求めている。 

２．記述問題（各８００字程度） 

臨床心理学における理論理解・概念間の比較検討・事例への応用力を総合的に評価する。論理構成、用語の適

切さ、因果関係の明確さを重視する。 

（１）破壊的行動障害のマーチ（DBD マーチ）について説明しなさい。 

DBD マーチは、ADHD の解説書や、司法犯罪心理学のテキストなどにおいて、長く引用されている概念であ

り，用語の正確な理解、状態像の変化の見通しなど、理論と臨床実践を結びつけて説明できるかを評価する。 

（２）確認的因子分析と探索的因子分析の違いについて説明しなさい。 

因子分析は、確認的因子分析と探索的因子分析に分けることができるが、両者の違いを正しく理解し、その用

途を説明できているか、修士論文を執筆する上で必要な統計手法についての理解度を評価する。 

（３）公認心理師における秘密保持義務の例外について説明しなさい。 

公認心理師法における秘密保持義務の例外について、正しく理解しているか、具体的な事例を交えるなどして、

わかりやすく説明できているかなどを評価する。 


